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委員会の構成
任期　平成28年4月5日～平成30年4月4日

経済常任委員会 総務常任委員会

議会運営委員会 広報常任委員会

委
員　

吉
田　

克
則

　

委
員　

小
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達
信

委
員　

大
縄　

武
夫

　

委
員
長　

鈴
木　

安
次

委
員　

青
砥 

與
藏　

　

副
委
員
長　

小
峰　

由
久

委
員　

高
縁　

光

   

ま
ち
振
興
課
、
ま
ち
整

備
課
、
生
活
環
境
課
、
農

業
委
員
会
に
所
属
す
る
事

項
を
所
管
し
ま
す
。

委
員　

鈴
木　

孝
則

　

委
員　

割
貝　

寿
一

委
員　

藤
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一
男

　

委
員
長　

鈴
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茂

委
員　

下
重　

義
人

　

副
委
員
長　

七
宮　

広
樹

委
員　

吉
田　

広
明

　

総
務
課
、
町
民
課
、
健

康
福
祉
課
、
保
育
園
、
会

計
室
、
教
育
委
員
会
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委

員
に
所
属
す
る
事
項
を
所

管
し
ま
す
。

 (

任
期
は
平
成
32
年
３
月
30
日
ま
で
）

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
議
員

　

大
縄
武
夫
・
鈴
木
孝
則

東
白
衛
生
組
合
議
員

　

藤
田
一
男
・
小
峰
由
久

　

鈴
木
孝
則
・
青
砥
與
藏

(

任
期
は
平
成
32
年
３
月
30
日
ま
で
）

　

小
峰　

由
久

（
任
期
は
平
成
32
年
４
月
10
日
ま
で
）

委　

員

　

芳
賀　

正
光
（
本
町
）

　

安
津
畑　

輝
男（
堀
越
）

　

鈴
木　

常
一
（
川
上
）

　

鈴
木　

恒
之（
真
名
畑
）

補
充
員

　

戸
井
田　

洋
（
台
宿
）

　

小
峰　

勝
重
（
那
倉
）

　

大
縄　

吉
夫
（
栄
町
）

　

荒
川　

正
康
（
常
世
中
野

）

一
部
事
務
組
合

選
挙
管
理
委
員
・
補
充
員

監
査
委
員

委

員

長　

小
林　

達
信

副
委
員
長　

割
貝　

寿
一

委　
　

員

　
　

議
長
を
除
く
全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員　

七
宮　

広
樹

　

委
員　

鈴
木　

安
次

委
員　

吉
田　

広
明

　

委
員
長　

吉
田　

克
則

委
員　

鈴
木　

茂   

　

副
委
員
長　

下
重　

義
人

　

議
会
の
広
報
広
聴
に
関

す
る
事
項
を
所
管
し
ま

す
。

   

議
会
の
運
営
に
関
す

る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

委
員　

鈴
木　

安
次

　

副
委
員
長　

小
林　

達
信

委
員　

鈴
木　
　

茂

　

委
員
長　

割
貝　

寿
一

委
員　

吉
田　

克
則
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開かれた議会を目指してかれた議会を目指して
新体制スタート新体制スタート

　平成 28 年 4 月 5 日、議会議員改選後の初議会が開催されました。

　年長議員の高縁光議員が臨時議長を務め、議長選挙を行い、投票による選挙の結果、大縄

武夫議員 (4 期）が選ばれました。議長を交代して副議長選挙を行い、副議長に鈴木孝則議

員（３期）が選ばれ、各常任委員会の委員の選任、一部事務組合議員、選挙管理委員及び補

充員の選挙を行い、新しい議会の構成が決定しました。

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
支
持

に
よ
り
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま

す
と
と
も
に
、
職
責
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
い
る
こ
と
こ
ろ
で
す
。
も
と

よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町

発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
誠
心
誠

意
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
町
議
会
は
５
名
の
新
人
議
員
が

加
わ
り
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
議
会
基
本
条
例
の
着
実
な
実

行
に
よ
り
、
開
か
れ
た
議
会
、
円
滑

な
る
議
会
運
営
を
進
め
、
さ
ら
な
る

町
政
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ

め
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

議長 大縄　武夫

副議長 鈴木　孝則

　

こ
の
た
び
の
臨
時
会
に
お
い
て
議

員
各
位
の
ご
支
持
を
賜
り
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

副
議
長
の
職
責
を
全
う
し
議
会
の

調
和
を
図
り
円
滑
な
議
会
運
営
を
心

が
け
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
若
い
世

代
の
方
々
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
な
ど
情

報
発
信
の
多
様
化
に
取
り
組
み
、
ま

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り
経
費
削
減
や
利

便
性
追
求
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

開かれた議会を目指して
新体制スタート
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会　　　　計　　　　別 平成28年度
当 初 予 算

対前年度比較
増減額 増減率

一 般 会 計 ６３億７，５００万円 △２億１，３００万円 △３.２３％

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 １２億９５６万円 △３，１０７万円 △２.５０％

笹 原 財 産 区 ５，０３４万円 ４，９９０万円 １１,３１５.４２％

農業集落排水処理事業 １億５，０２６万円 △５９２万円 △３．７９％

公 共 下 水 道 事 業 １億８，６９４万円 △８１２万円 △４．１６％

介 護 保 険 ９億６，０３８万円 １，１３８万円 １．２０％

後 期 高 齢 者 医 療 ９，６３５万円 △２９９万円 △３．０１％

水道事業
収 益 的 支 出 ２億４，８６２万円 １，３００万円 ５．５２％

資 本 的 支 出 １億４，２６１万円 △２，６０８万円 △１５．４６％

合　　　　　　　　　計 ９４億２，００７万円 △２億１，２９１万円 △２．２１％

諸収入等
1億5,880万円
2.5%

負担金・使用料等
1億183万円　
1.6%

地方交付税地方交付税
23億9,652万円23億9,652万円
37.6%37.6%

14億5,779万円
22.9%

町債（借金）
5億9990万円

9.4%

地方譲与税・交付金
2億4,476万円3.8%

歳　　出
63億7500万円

消防費
2億1,701万円
3.3%

6億1,097万円

その他
685万円 0.1%
そ 他

議会費
7,513万円 1.2%商工費

8,647万円1.4%

一般会計予算前年度比△3.2％　地方交付税減少の影響

幼稚園入園料・保育料を無償化　  子育てしやすい町へ
　

平
成
28
年
度
予
算
全
会
計
の
総
額

は
94
億
２
０
０
７
万
円
で
前
年
に
比

べ
２
億
１
２
９
１
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計

は
、
63
億
７
５
０
０
万
円
で
前
年
度

を
２
億
１
３
０
０
万
円
下
回
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
人
口
減
少
の
影
響
か

ら
地
方
交
付
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
た
め
で
、
財
政
運
営
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、幼
稚
園
入
園
料
・

保
育
料
の
無
償
化
や
子
育
て
支
援
の

充
実
の
た
め
の
「
多
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
」、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
機
能

を
併
せ
持
た
せ
た
「
こ
ど
も
園
」
の

建
設
、
若
者
定
住
の
た
め
の
住
宅
整

備
な
ど
、
子
育
支
援
や
定
住
促
進
の

た
め
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総額 を可決
入園料 保育料を無償化 子育てしやすい町へ

９４９４億２，００７２，００７万円万円９４億２，００７万円
一 般 会 計 の 内 訳

新年度の目玉事業

　台宿字北原に木造２階建て、３ＤＫの定住促進住

宅１棟２戸を建設する。また、子育て若者定住促進

住宅は末広町に子育て世代を対象とした町営住宅と

住宅団地を計画。木造２階建て３タイプ２２戸を建

設するための測量設計などを行う。

定住促進のための住環境整備
 定住促進住宅建築工事などに５６７５万円

　子育て世代の定住促進と支援のため、幼稚園が無

料になる。また、共働き家庭支援のため小学生の学

童保育を６年生までにする。塙小では今まで台宿分

館で行っていたが、塙小校舎内で実施、環境を整え

新たな学童保育がスタート。          

子育て環境の充実
幼稚園の入園料・保育料を無料化

学童保育が全学年対象。１４２９万円

町県民税・固定資産税・軽自動車税・国保税・介護

保険料・後期高齢者医療保険料がコンビニエンス

ストア１２社５５９７店でいつでも納めることができ

る。

コンビニ収納　４月１日開始
  委託料、システムレンタル料　２９３万円

町道板庭田野作湯舟線改良ほか町道新設改良

３億５６６万円

町道維持補修２億１４８０万円

下植田橋・宮田橋など橋梁維持１億５００万円

道路整備で暮らしやすく
道路新設、維持補修などに６億２５４６万円

繰入金・繰越金
5億4,102万円
8.5%

地方交付税
23億9,652万円
37.6%

円円144億5 779万14億5,779万円
222.9%

国県支出金
14億5,779万円
22.9%

町税
8億7,437万円
13.7%

民 生 費
11億6,735万円
18.3%衛生費

6億4,129万円
10%

農林水産業費
11億9,987万円
18.8%

土木費
9億1,133万円
14.3%

教育費
6億3,596万円

10%

円円円万万万万6億億6億 097万円
公債費

6億1,097万円
9.6%

総務費
8億2,277万円

12.9%

新
規
事
業

・
川
上
４
区
集
会
所
建
築
　
　
　
　

　

３
０
１
０
万
円

・
子
ど
も
園
整
備
測
量
設
計
　
　
　

　

４
５
６
４
万
円

・
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
―
測
量
設
計

　

費

　

２
９
０
８
万
円

・
消
防
屯
所
改
築
・
ポ
ン
プ
車
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
６
０
万
円

・
町
営
プ
ー
ル
屋
根
改
修

　

１
２
０
０
万
円

28　

年　

度　

予　

算

　

３
月
定
例
会
は
、３
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
の
８
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

28
年
度
予
算
総
額
94
億
２
千
万
円
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
、
平
成
27
年
度

補
正
予
算
な
ど
42
議
案
、
ま
た
、
議
会
提
出
３
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て

原
案
通
り
可
決
し
、
一
般
質
問
で
は
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
２
日
間
に

わ
た
り
町
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
22
日
と
２
月
９
日
の
臨
時
会
で
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
な
ど
５
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

若
者
定
住
・
子
育
て
支
援
の
充
実

自主財

源
26.3 ％歳　　入

63億7500万円

依
存

財

源 ％73.7



予算審議の論点

（
仮
）健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
へ
始
動

少
子
高
齢
化
対
策
の
中
核
施
設
に

事　業　名
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

事業費 事業概要 事業費 事業概要 事業費 事業概要

はなわ子ども園整
備事業 148,838

測量設計委託等
工事費
用地買戻費用※
（会計間の売買）

260,000
本体工事費
工事監理委託 280,000

本体工事費
工事監理委託
備品購入

多世代交流セン
ター整備事業 5,000 測量設計委託 158,000

本体工事費
工事監理委託
備品購入

高齢者向け公営住
宅整備事業 1,000 測量設計委託 2,000 実施設計委託 112,405

本体工事費
工事監理委託
備品購入
賃借料

昨年 12 月に町が提示した事業計画。これに沿って事業が進められる。

（
仮
称
）
健
康
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
は
、
超
高
齢
社

会
を
迎
え
、
一
人
暮
ら
し

老
人
対
策
な
ど
と
し
て
発

案
さ
れ
た
。
町
は
、
事
業

検
討
の
た
め
塙
町
健
康
セ

ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会

を
設
置
。
同
委
員
会
は
先

進
的
取
り
組
み
の
視
察
や

委
員
間
の
協
議
に
よ
り
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

報
告
書
で
は
、
高
齢
者

対
策
の
ほ
か
、
働
く
世
代

の
健
康
対
策
や
多
世
代
間

の
交
流
、
特
に
子
育
て
支

援
対
策
が
必
要
で
あ
る
と

さ
れ
、
こ
れ
に
沿
っ
て
当

初
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

こ
ど
も
園

　

保
育
園
と
幼
稚
園
の
統

合
を
見
据
え
、
育
児
相
談

な
ど
に
も
対
応
で
き
る

施
設
を
目
指
す
。
定
員

２
７
０
人
規
模
を
計
画
。

当
面
は
塙
保
育
園
と
塙
幼

稚
園
を
こ
こ
に
設
置
す
る
。

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

　

町
民
の
医
療
・
介
護
予

防
、
生
活
支
援
を
一
体
的

に
行
う
拠
点
。
多
世
代
交

流
に
よ
る
子
育
て
支
援
の

場
。
健
康
サ
ロ
ン
や
一
時

預
か
り
保
育
室
な
ど
を
設

置
す
る
考
え
。

高
齢
者
向
け
公
営
住
宅

　

高
齢
者
が
自
立
し
て
生

活
で
き
る
、
見
守
り
機
能

が
整
備
さ
れ
た
公
営
住

宅
。

　

こ
ど
も
園
、
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
は
一
体
の
施

設
と
し
て
検
討
し
て
い
る

が
詳
細
は　

プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
委
託
先
を
決
定

し
、
委
託
者
の
考
え
聞
き

な
が
ら
決
定
す
る
と
い
う
。

　

こ
の
計
画
が
出
て
か
ら
３

年
た
っ
て
い
る
。
町
は
、
塙

町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備

検
討
委
員
会
な
ど
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
健
康
セ
ン
タ
ー

か
ら
子
ど
も
園
を
中
心
と
し

た
施
設
に
変
更
し
、
十
分
に

整
備
検
討
委
員
会
な
ど
の
意

見
を
酌
み
取
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
議
会
の
特
別
委
員

会
に
お
い
て
も
、
大
多
数
の

議
員
の
賛
同
を
得
て
、
こ
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

塙
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

整
備
検
討
委
員
会
の
報
告
に

沿
っ
た
施
設
に
な
っ
て
い
な

い
、
特
別
委
員
会
の
報
告
に

沿
っ
て
い
な
い
と
言
う
が
、

そ
う
で
は
な
い
。　

　

当
初
予
算
は
、
本
会
議

の
採
決
に
先
立
ち
予
算
特

別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た

が
、
次
の
よ
う
な
討
論
を

経
て
、
原
案
賛
成
多
数
と

な
っ
た
。（
質
疑
は
８
・
９

ペ
ー
ジ
）

大
縄
武
夫
委
員

　

熟
議
を
重
ね
結
論
を
得

た
も
の
。
こ
れ
か
ら
も
町

民
の
意
見
を
聞
い
て
よ
り

良
い
も
の
を
作
る
べ
き
。

小
林
達
信
委
員

　

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

施
設
。
既
存
の
施
設
だ
け

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
。

鈴
木
安
次
委
員

　

健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
は
既
存
の
施
設
を
利
用

す
べ
き
。
基
本
計
画
も
で

き
て
い
な
い
中
進
め
る
べ

き
で
な
い
。
町
民
の
声
を

よ
く
聞
く
べ
き
。

討

論
賛　成

小
峰
由
久
議
員

　

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
建

設
は
、
多
く
の
町
民
が
反
対

し
て
い
る
。
目
的
を
考
え
、

見
直
す
べ
き
は
見
直
し
、
改

善
す
べ
き
は
改
善
す
べ
き
。

塙
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
整

備
検
討
委
員
会
報
告
で
は
、

介
護
予
防
教
室
、
健
康
づ
く

り
教
室
な
ど
は
、
既
存
の
施

設
を
利
用
す
べ
き
と
し
て
い

る
。
町
民
が
何
を
求
め
て
い

る
の
か
よ
く
精
査
し
、
慎
重

に
進
め
る
べ
き
。
基
本
計
画

も
で
き
て
い
な
い
中
、
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
。

　

財
政
状
況
は
悪
い
。
福
祉

の
押
し
つ
け
に
な
ら
な
い
よ

う
、
町
民
の
声
を
よ
く
聞
い

て
か
ら
進
め
て
も
遅
く
は
な

い
。

　

時
期
尚
早
で
あ
る
。

鈴
木
安
次
議
員

反　対

こども園・多世代交流センター
　中身は？　慎重に進めるべき

プププププププ
？

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は

　

15
ペ
ー
ジ
参
照

プ
？
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整
備
す
る
３
施
設

中
身
の
検
討
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

討

論

賛　

成

特
別
委
員
会
審
議

反　

対

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
63
億
７
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
２
億
１
３
０
０
万
円
の

減
と
な
っ
た
が
、
町
の
主
要
事
業
と
な
る
（
仮
称
）
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
が
３
事
業
に
分
け
て
総
額

７
６
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　

一
つ
目
は
、
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
で
建
設
に
係
る
測
量
設
計
業
務
委
託
に
２
９
０
８
万
円
、
二
つ

目
が
、
こ
ど
も
園
整
備
事
業
で
、
用
地
測
量
設
計
と
設
計
業
務
委
託
に
４
５
６
４
万
円
、
三
つ
目
が
、
高
齢

者
向
け
公
営
住
宅
整
備
事
業
で
、
基
本
設
計
委
託
料
に
１
１
０
万
円
計
上
さ
れ
た
。
予
算
審
議
で
は
賛
成
、

反
対
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決
し
た
。

建物を撤去し、整地された事業予定地



鈴
木
（
茂
）
観
光
資
源
整

備
事
業
な
ど
観
光
事
業
の

内
容
は
。

答　

こ
れ
ま
で
観
光
協
会

の
作
業
員
２
名
が
風
呂
山

公
園
な
ど
の
整
備
を
行

な
っ
て
い
た
が
、
１
名
増

や
し
遊
歩
道
の
整
備
を
進

め
る
。
ま
た
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
や
ド
ラ
イ
ブ

コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
小
雑

誌
を
作
る
。
さ
ら
に
、
川

上
出
身
の
写
真
家
鈴
木
一

雄
氏
の
写
真
が
寄
贈
さ
れ

る
予
定
で
そ
れ
を
利
用
し

た
集
客
を
考
え
た
い
。

小
峰　

観
光
客
の
集
客
目

標
や
経
済
効
果
の
試
算
は

あ
る
か
。

答　

目
標
、
試
算
は
な
い

が
、
人
数
の
把
握
等
は
し

て
い
る
。
目
標
と
す
れ
ば

前
年
よ
り
増
加
さ
せ
る
こ

と
で
そ
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

振
興
策
作
物
新
た
な
分

野
を
考
え
な
い
の
か

鈴
木
（
安
）
カ
ラ
ー
球
根

導
入
事
業
は
難
し
い
、
新

た
な
分
野
に
投
資
す
べ
き

と
思
う
か
。

答　

難
し
い
作
物
だ
が
、

成
功
事
例
も
あ
る
。
増
殖

可
能
な
品
種
を
３
年
か
け

て
導
入
し
、
こ
こ
に
合
っ

た
品
種
を
増
や
し
た
い
。

有
害
鳥
獣
へ
の
対
応
は

藤
田
（
一
）
新
た
な
駆
除

隊
が
で
き
る
の
か
。

答　

郡
内
４
町
村
で
足
並

み
を
そ
ろ
え
実
施
隊
と
し

て
発
足
す
る
。
内
容
は
、

従
来
の
駆
除
隊
と
変
わ
ら

な
い
が
、
広
域
的
駆
除
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

鈴
木
（
幸
）
イ
ノ
シ
シ
被

害
防
止
フ
ェ
ン
ス
設
置
事

業
と
は
。

答　

行
政
区
単
位
で
行
う

事
業
、
鉄
柵
を
設
置
す
る

も
の
だ
が
効
果
が
あ
る
と

要
望
が
あ
る
。

給
食
費
の
無
料
化
は

藤
田
（
一
）
少
子
化
施
策

と
し
て
も
効
果
が
期
待
で

き
る
。
無
料
に
し
て
は
。

答　

給

食

費

は
、

約

４
５
０
０
万
円
。
材
料
費

だ
け
で
あ
る
。
個
人
負
担

は
当
然
と
考
え
る
が
、
少

子
化
問
題
な
ど
の
視
点
も

あ
る
。
議
論
し
て
い
き
た

い
。

藤
田
（
一
）　

現
年
課
税

分
が
２
２
０
０
万
円
増
え

て
い
る
が
。

答　

過
去
２
年
間
の
医
療

費
給
付
額
か
ら
推
計
し

た
。
医
療
費
は
伸
び
て
お

り
、
６
月
に
税
を
算
定
す

る
が
上
が
る
と
予
想
し
て

い
る
。

鈴
木
（
幸
）
健
康
家
庭
表

彰
制
度
は
見
直
し
た
の

か
。

答　

医
者
に
か
か
ら
な
か

っ
た
国
保
世
帯
に
１
万
円

を
交
付
し
て
い
る
。
特
定

健
診
の
受
診
な
ど
新
た
な

条
件
を
加
え
、
見
直
し
た

い
。

鈴
木
（
幸
）　

介
護
予
防

教
室
参
加
者
確
保
は
。

答　

参
加
者
の
た
め
タ
ク

シ
ー
代
な
ど
も
予
算
化
し

て
い
る
。
町
内
一
か
所
で

行
っ
て
き
た
が
、
各
地
区

で
行
う
よ
う
制
度
改
正
が

見
込
ま
れ
る
。
28
年
は
従

来
通
り
行
う
が
、
そ
れ
以

降
は
検
討
し
た
い
。

藤
田
（
一
）　

立
木
購
入

費
５
０
０
０
万
円
計
上
し

て
い
る
が
何
か
。

答　

管
理
契
約
し
て
い
る

７
組
合
へ
、
分
収
割
合
で

立
木
代
相
当
分
を
配
る
も

の
で
あ
る
。
８
月
ぐ
ら
い

ま
で
に
は
支
出
し
た
い
。

補
助
金
支
出
は
必
要
か

吉
田　

多
額
の
利
益
剰
余

金
が
あ
る
の
に
一
般
会
計

か
ら
補
助
金
を
支
出
し
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

利
益
剰
余
金
す
べ
て

が
、
現
金
で
は
な
い
。
公

営
企
業
会
計
で
は
、
減
価

償
却
費
な
ど
現
金
を
伴
わ

な
い
費
用
や
収
入
が
あ

る
。
実
際
に
は
、
現
金
が

な
い
と
運
営
で
き
な
い
の

で
、
補
助
金
は
必
要
で
あ

る
。

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
と
は

鈴
木
（
安
）
福
祉
施
設

の
何
に
該
当
す
る
の

か
。

答　

老
人
福
祉
法
に
規

定
し
て
い
る
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
老
人
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
に
類
似

す
る
施
設
と
考
え
る
。

法
律
で
は
、 

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
「
老
人
に

関
す
る
各
種
相
談
に
応

じ
る
と
と
も
に
、
健
康

増
進
、
教
養
の
向
上
、

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
の
施
設
」
老
人
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
は
「
居

宅
介
護
老
人
や
そ
の
養

護
者
と
老
人
福
祉
の
た

め
の
団
体
等
と
の
連
絡

調
整
や
援
助
を
行
う
施

設
」
と
さ
れ
て
い
る
。

希
望
者
が
入
園
で
き
る
こ
ど
も
園
へ

鈴
木
（
幸
）　

認
定
こ

ど
も
園
に
し
て
、
希
望

者
す
べ
て
が
入
園
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
で
な

い
か
。

答　

認
定
こ
ど
も
園

は
、
幼
稚
園
と
保
育
園

の
機
能
を
併
せ
持
っ
た

施
設
で
、
全
て
の
子
育

て
家
庭
を
対
象
に
、
育

児
相
談
や
親
子
の
交
流

の
場
提
供
な
ど
を
行
う

点
が
こ
れ
ま
で
の
施
設

と
の
違
い
。
認
定
こ
ど

も
園
の
幼
稚
園
部
門
と

保
育
園
部
門
の
区
分
は

３
歳
で
あ
る
が
、
本
町

で
は
４
歳
で
区
分
す
る

な
ど
違
い
が
あ
り
検
討

が
必
要
。
認
定
こ
ど
も

園
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
ま
ず
は
、
保
育
園

と
幼
稚
園
の
施
設
統
合

を
す
す
め
る
。

高
齢
者
公
営
住
宅
の
内
容
は

国

保

会

計

介

護

会

計

財
産
区
会
計

水
道
事
業
会
計

介
護
予
防
を
ど
う
進
め
る

国
保
税
は
上
が
る
の
か

立
木
購
入
費
と
は

観
光
事
業
の
内
容
は

公
共
施
設
総
合
管
理
計

画
と
は  

藤
田(

一
）
計
画
策
定
業

務
委
託
の
内
容
は
。

答　

人
口
減
少
な
ど
で
利

用
減
が
見
込
ま
れ
る
公
共

施
設
の
廃
止
統
合
な
ど
を

踏
ま
え
た
見
直
し
を
行

う
。
財
産
台
帳
の
整
備
な

ど
と
合
わ
せ
て
整
理
し
て

い
く
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
内
容 

藤
田(

高
）
ほ
か　

具
体

的
内
容
は
。
費
用
が
か
か

り
す
ぎ
な
い
か
。

答　

町
県
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

保
税
、
介
護
保
険
、
後
期

高
齢
６
税
を
全
国
ど
こ
の

コ
ン
ビ
ニ
で
も
支
払
え
る

よ
う
に
す
る
。
シ
ス
テ
ム

費
用
２
２
７
万
円
の
ほ
か

１
件
当
た
り
56
円
の
費
用

が
か
か
る
。
ど
の
く
ら
い

利
用
さ
れ
る
か
の
予
測
は

し
て
い
な
い
。

財
政
調
整
基
金
の
積
立
額

吉
田　

積
立
の
基
準
は
あ

る
の
か
。

答　

法
律
で
翌
年
度
繰
越

金
の
１
／
２
以
上
と
な
っ

て
い
る
。
予
算
で
は
、
こ

の
ほ
か
１
年
分
の
利
子
分

を
計
上
し
て
い
る
。

土
地
鑑
定
評
価
業
務
委

託
と
は

吉
田　

土
地
の
評
価
替
え

は
ど
の
様
に
お
こ
な
う
の

か
。

答　

土
地
は
３
年
に
１
度

評
価
替
え
を
し
て
固
定
資

産
税
を
決
定
す
る
。
そ
の

た
め
、
町
内
約
70
か
所
の

　

予
算
審
査
は
、予
算
特
別
委
員
会
（
藤
田
惠
二
委
員
長
）
で
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
が
、
委
員
と
な
り
一
般
会
計
ほ
か
７
会
計
の
審
議
を
行
い
ま

し
た
。
町
側
か
ら
は
、
課
長
の
ほ
か
課
長
補
佐
、
係
長
も
出
席
し
て
、
予
算
の
細
部
に
わ
た
り
質
疑

を
行
い
、
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
賛
成
10
人
、
反
対
２
人
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
採
決
の
前
に
は
、
３
委
員
の
討
論
が
行
わ
れ
る
（
７
ペ
ー
ジ
）

な
ど
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

不
動
産
鑑
定
を
行
う
。
29

年
度
の
税
金
に
反
映
さ
れ

る
。

鈴
木
（
幸
）
事
業
計
画
の

内
容
は
。
町
内
業
者
の
活

用
は
考
え
る
の
か
。

答　

末
広
町
地
内
９
８
０

０
㎡
の
敷
地
に
２
階
建
て

の
住
宅
３
タ
イ
プ
を
22
戸

計
画
し
て
い
る
。
今
年
度

予
算
を
４
０
０
万
円
と
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
住
宅

を
建
て
る
べ
き
か
、
町
民

の
意
見
を
聞
い
て
検
討
し

基
本
的
な
内
容
を
決
定
し

た
い
。
ま
た
、
発
注
の
方

法
に
つ
い
て
も
同
様
に
検

討
す
る
。

鈴
木(

安)

ほ
か　

基

本
設
計
の
委
託
内
容
、

場
所
は
。

答　

決
定
は
し
て
い
な

い
が
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
近
い
場
所

が
い
い
と
思
う
。
ど
の

程
度
の
規
模
が
必
要
か

な
ど
基
本
設
計
が
で
き

て
か
ら
場
所
の
選
定
を

行
う
。

　

対
象
は
、
町
内
の
高

齢
者
で
、
１
人
暮
ら
し

な
ど
自
宅
生
活
が
困
難

と
な
る
方
が
見
守
り
支

援
の
あ
る
中
、
共
同
生

活
す
る
場
と
考
え
る
。

藤
田
（
一
）  

町
内
の

ひ
と
り
暮
ら
し
は
ど
の

く
ら
い
で
住
宅
は
何
戸

ぐ
ら
い
と
考
え
る
か
。

答   

70
歳
以
上
で
約

３
０
０
世
帯
あ
る
。
高

齢
夫
婦
世
帯
を
入
れ
る

と
約
６
０
０
世
帯
に
な

る
。
10
世
帯
の
方
が
共

同
生
活
で
き
る
施
設
を

考
え
る
。
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一

般

会

計

特別委員会

若
者
定
住
促
進
住
宅
と
は



行
政
不
服
審
査
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る

個
人
番
号
を
独
自
で
利
用

す
る
場
合
や
庁
内
連
携
す

る
た
め
規
定
す
る
。

   

ほ
か
２
件

(

賛
成
全
会
一
致)

町
立
幼
稚
園
条
例

　

幼
稚
園
の
入
園
料
・
保

育
料(

預
か
り
を
除
く
）

無
料
化
す
る
。

平
均
世
帯
で
年
間
４
万
８

０
０
０
円
の
負
担
軽
減       

    　
　
　
　

ほ
か
19
件

   (

賛
成
全
会
一
致)

一
般
会
計
（
第
８
号
）

町
税
の
収
入
増
、
Ｉ
Ｐ

サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム
更
改

業
務
委
託
料
の
減
、
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
事
業

の
増
、
低
所
得
者
向
け
臨

時
交
付
金
の
増
、
各
種
事

業
確
定
に
よ
る
減
な
ど

ほ
か
５
特
別
会
計
、
上
水

道
事
業
会
計

      (

賛
成
全
会
一
致)

　

こ
ど
も
園
、
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
の
完
成
は

大
縄　

次
年
度
へ
事
業
繰

越
し
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
弁　

基
本
設
計
が
で
き

て
い
な
い
。　

プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
委
託
業
者
を

選
定
し
、
国
県
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
事
業

を
進
め
る
。
な
る
べ
く
早

く
完
成
さ
せ
た
い
が
、
平

成
30
年
頃
に
な
る
と
思
う
。

地
方
創
生
事
業
の
中
身
は

鈴
木(

茂)　

具
体
的
内

容
は
。

答
弁  

竹
パ
ウ
ダ
ー
を
利

用
し
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
ブ
ラ
ン
ド
品
の
Ｐ

Ｒ
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ

た
野
菜
栽
培
な
ど
の
補
助

で
あ
る
。

藤
田
（
一
）  

ト
ラ
ク
タ
ー

６
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
。

答
弁  

こ
ん
に
ゃ
く
試
験

地
跡
地
の
耕
運
や
体
験
交

流
に
利
用
す
る
。

割
貝  

30
馬
力
前
後
の
ト

ラ
ク
タ
ー
に
し
て
は
高
い

の
で
は
。

答
弁  

畑
作
業
に
必
要
な

装
着
機
械
も
購
入
す
る
。

予
防
接
種
率
は

鈴
木
（
安
）
予
防
接
種
の

委
託
料
が
大
幅
減
額
に
っ

て
い
る
が
、
接
種
率
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答
弁　

12
月
現
在
で
４
種

混
合
53
・
６
％
、
日
本
脳

炎
12
％
、
小
児
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
61
・
９
％
な
ど

で
、
前
年
度
並
み
の
接

種
率
に
は
な
る
見
込
み

だ
が
、
予
算
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
見
込
ん
だ
も
の

で
あ
る
。

 

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　

時
効
期
限
が
過
ぎ
、
納

入
が
見
込
め
な
い
未
納

給
食
費
42
万
２
千
円(

３

名)

の
権
利
を
放
棄
す
る

も
の
。

(

賛
成
多
数
反
対
１
人)

  小
林　

徴
収
努
力
が
足
り

な
い
の
で
は
。
今
後
も
放

棄
す
る
案
件
が
あ
る
の

か
。
未
納
者
の
氏
名
公
表

は
考
え
な
い
の
か
。

答
弁　

努
力
は
し
て
き

た
。
児
童
手
当
を
給
食
費

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
今

後
は
な
い
と
思
う
。
氏
名

公
表
は
考
え
て
い
な
い
。

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

（
平
成
28
年
度
～
平
成
32

年
度
）
の
策
定
に
つ
い
て

　

過
疎
債
を
利
用
す
る
た

め
に
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
を
策
定
す
る
。

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

那
倉
矢
塚
線
外
補
修
事
業

を　

辺
地
対
策
事
業
債
の

対
象
事
業
と
す
る
た
め
那

倉
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
を
策
定
す
る
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

生
方　

光
明
氏
（
水
元
）

　
　
　
　
　
　
　
　

同
意

未
来
の
有
権
者
の
た
め

の
、
模
擬
投
票
所
設
置
に

関
す
る
陳
情

ほ
か
５
件

　

平
成
28
年
１
月
22
日
、

専
決
処
分
、
工
事
請
負
契

約
の
締
結
、
補
正
予
算
を

可
決
し
た
。

税
条
例

　

町
民
税
な
ど
の
減
免
申

請
の
際
の
個
人
番
号
の
記

載
を
不
要
と
す
る
。

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

旧
製
材
工
場
建
物
及
び

工
作
物
解
体
工
事
の
変
更

契
約

変
更
前

金
額 

４
９
１
４
万
円

変
更
後

金
額 

５
１
９
万
８
千
40
円

相
手
方　

深
谷
建
設
株
式

会
社

　

土
中
の
貯
木
プ
ー
ル
と

旧
建
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

基
礎
の
解
体
処
理
工
事

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
） 

　

２
１
５
６
万
３
千
円
を

増
額
し
、
補
正
後
の
額
を

68
億
１
９
４
万
８
千
円
と

す
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
の
増
、
ふ
る
さ
と
納

税
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
事
業

委
託
料
の
増
、
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
者
へ
の
返
礼
品

の
減
な
ど
。

  　

塙
町
商
工
会
、
軽
度
外

傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会
か

ら
の
陳
情

平
成
28
年
２
月
９
日
、
専

決
処
分
、
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
を
可
決
し

た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
１
５
０
０
万
円
を

増
額
し
、
補
正
後
の
額
を

68
億
１
６
９
４
万
８
千
円

と
す
る
。
普
通
交
付
税
・

除
雪
の
重
機
借
上
料
の
増 

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

広
域
農
道
西
ノ
久
保
地

区
災
害
復
旧
工
事
の
変
更

契
約   

変
更
前

金
額　

５
７
２
４
万
円

変
更
後

金
額

　

７
４
４
６
万
７
０
８
０
円

  金
額
の
交
渉
は

割
貝　

変
更
額
の
交
渉
は

し
た
の
か
。

答
弁　

国
庫
補
助
事
業
で

あ
り
、
基
準
の
沿
っ
て
設

計
し
て
い
る
。
交
渉
す
る

こ
と
は
な
い
。

残
土
処
理
箇
所
は

藤
田
（
一
）
残
土
の
運
搬

距
離
が
伸
び
て
変
更
と
い

う
が
、
始
め
か
ら
旧
薩
摩

酒
造
工
場
跡
地
の
近
く
に

捨
て
て
い
た
、
そ
の
分
も

変
更
額
に
含
ま
れ
る
の

か
。

答
弁　

当
初
設
計
は
２
㎞

以
内
で
残
土
処
理
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
捨
て
る

場
所
が
な
い
の
で
、
現
在

の
場
所
に
変
更
し
た
。

　

変
更
後
の
場
所
は
、
処

理
開
始
前
に
指
示
し
て
い

る
が
、
金
額
の
変
更
は
、

ま
と
め
て
、
最
終
的
に
変

更
契
約
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
４
月
５
日
、

正
副
議
長
選
挙
、
常
任
委

員
会
等
議
会
の
構
成
を
決

定
し
（
ｐ
２
，
３
参
照)

専

決
処
分
４
件
を
承
認
し
た
。

　

塙
町
税
条
例
ほ
か
２
条

例
の
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

　

３
６
４
９
万
２
千
円
を

増
額
し
、
補
正
後
の
額
を

67
億
６
２
７
３
万
４
千
円

と
す
る
。
普
通
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
の
増
、
基
金

積
立
金
の
増 

 

？

？

？

契
約
の
変
更
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補正予算のあらまし

会　　計　　名 補正額 補正後の額

一 般 会 計 △9,071万円 67億2,624万円

国民健康保険特別会計 552万円 12億5,099万円

農業集落排水処理事業特別会計 △497万円 1億5,374万円

公共下水道事業特別会計 △1,046万円 1億9,817万円

介 護 保 険 特 別 会 計 △2,441万円 9億2,761万円

後期高齢者医療特別会計 △371万円 9587万円

合　　　　　　　　　 計 △1億2,873万円 93億5,306万円

補

正

予

算

３
月
定
例
会

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

そ

の

他

第
１
回
臨
時
会

専

決

処

分

質　

疑

質　

疑

質　

疑

人

事

陳

情

専

決

処

分

補

正

予

算

陳

情

第
２
回
臨
時
会

専

決

処

分

初

議

会

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
15

　

ペ
ー
ジ
参
照

プ
？

　

過
疎
債
と
は

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
に
基
づ
い
て
発
行
さ
れ

る
地
方
債
。
過
疎
地
域
に
該

当
す
る
市
町
村
に
限
り
認
め

ら
れ
る
借
金
。
発
行
額
に
応

じ
て
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

が
増
額
さ
れ
る
た
め
、
元
利

償
還
の
負
担
は
少
な
く
、
過

疎
地
域
の
貴
重
な
財
源
と

な
っ
て
い
る
。

？
　

辺
地
対
策
事
業
債
と
は
、

法
律
に
基
づ
き
、
辺
地
と
そ

の
他
の
地
域
と
の
間
に
お
け

る
住
民
の
生
活
文
化
水
準
の

著
し
い
格
差
の
是
正
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

る
公
共
施
設
の
整
備
や
情
報

通
信
基
盤
整
備
等
に
対
し
て

充
当
さ
れ
る
地
方
債
。

？

　

専
決
処
分
と
は

  

予
算
や
条
例
な
ど
を
長
が

議
会
の
議
決
を
経
ず
に
決
め

る
こ
と
。
緊
急
時
で
議
会
を

招
集
す
る
時
間
が
な
い
場
合

の
ほ
か
、
議
会
が
議
決
す
べ

き
議
案
を
議
決
し
な
い
と

い
っ
た
時
な
ど
で
も
認
め
て

い
る
。
処
分
後
に
は
議
会
で

報
告
し
て
承
認
を
求
め
る
必

要
が
あ
る
。

？

竹パウダーを利用し栽培しているダリ
アの植えつけ



質
問

　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
高
齢
者
世
帯
や
障
が

い
者
な
ど
の
生
活
弱
者
世

帯
の
生
活
道
を
除
雪
で
き

な
い
か
。

答
弁

　

担
当
課
間
で
協
議
さ

せ
、
で
き
る
だ
け
対
応
し

た
い
。

質
問　

　

買
い
物
や
通
院
の
手
段

と
し
て　

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
導
入
す
べ
き
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答
弁

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

含
め
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
の
中
で
方
向
性
を
決

め
た
い
。

高
齢
者
世
帯
の
生
活
を
ど
う
守
る
の
か

対
応
を
よ
り
充
実
し
た
い

町
の
考
え
を
問
う

質
問

　

一
人
暮
ら
し
の
老
人
世

帯
、
老
人
の
み
の
世
帯
の

悩
み
や
生
活
相
談
に
今

後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。　

答
弁　

　

現
在
、
70
歳
以
上
の
み

の
世
帯
が
５
７
５
世
帯
あ

る
。
見
守
り
隊
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
健
康
福
祉

課
職
員
な
ど
が
対
応
し
て

い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
体

制
を
充
実
さ
せ
る
と
共

に
、
近
所
同
士
の
声
か
け

の
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。

 

質
問

　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

を
よ
り
充
実
さ
せ
て
さ
ら

に
上
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
。
去
年
の
郡
内
の
納
税

額
の
状
況
と
町
長
の
感
想

は
。

答
弁　

　

塙
町
１
９
０
９
万
円
。

棚
倉
町
８
９
７
万
円
。
矢

祭
町
３
９
２
万
円
。
鮫
川

村
２
３
５
万
円
で
あ
り
、

当
町
は
好
評
で
あ
る
が
さ

ら
に
地
産
地
消
で
返
礼
品

を
充
実
を
図
り
た
い
。

質
問　

　

さ
ら
に
高
い
目
標
額
を

目
指
す
べ
き
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　

　

返
礼
品
は
竹
パ
ウ
ダ
ー

に
よ
る
野
菜
、
果
物
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
お
い
し
い

も
の
で
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。
道
の
駅
を
中
心
と

す
る
事
業
者
、
生
産
者
と

子
ど
も
た
ち
が
つ
な
が
る

よ
う
な
事
業
を
支
援
し
た

い
。

鈴木　茂

デマンドタクシー

質
問　

　

上
町
地
内
の
県
道
拡
幅

は
、
各
方
面
へ
陳
情
を
し

て
き
た
が
、
最
大
の
障
害

が
水
郡
線
で
あ
る
と
の
こ

と
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
対
策
と
し
て
川
上
と

上
石
井
を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

　

県
道
拡
幅
は
難
し
い

が
、県
へ
要
望
し
続
け
る
。

川
上
、
上
石
井
間
に
は
町

道
が
あ
る
。
一
部
ト
ン
ネ

ル
に
し
、
道
路
が
で
き
れ

ば
素
晴
ら
し
い
。

　

関
係
機
関
へ
要
望
し
て

い
く
。

質
問　

　

板
庭
原
木
沢
地
内
か
ら

上
石
井
に
道
路
が
で
き
れ

ば
、
工
場
団
地
造
成
も
考

え
ら
れ
る
。

答
弁　

　

前
向
き
に
考
え
た
い
が

町
独
自
に
は
財
源
的
に
難

し
い
。
県
道
と
し
て
で
き

な
い
か
要
望
し
て
い
く
し

か
な
い
。

質
問

　

過
疎
高
齢
化
に
よ
り
地

域
で
の
文
化
財
の
維
持
修

繕
は
困
難
と
な
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
積
立
金
な
ど
を

活
用
し
補
助
で
き
な
い

か
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

指
定
文
化
財
修
繕
に
は

補
助
制
度
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
も
補
助
し
た
例
が
あ

る
。
文
化
財
を
保
護
す
べ

き
範
囲
、
補
助
対
象
、
補

助
の
財
源
を
文
化
財
保
護

審
議
会
な
ど
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
問

　

介
護
士
不
足
対
策
と
し

て
東
白
川
郡
に
よ
る
協
力

は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

　

な
か
な
か
人
が
集
ま
ら

な
い
が
４
町
村
で
共
同
で

講
習
が
受
け
ら
れ
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。

質
問　

　

こ
ど
も
園
、
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
、
幼
稚
園
跡

地
を
利
用
し
た
介
護
士
養

成
を
行
え
な
い
か
。

答
弁　

　

県
も
補
助
金
を
検
討
し

て
い
る
の
で
前
に
進
め
た

い
。

ふるさと納税は町の財源確保に

有効だ。遠くの親戚、知人にお

願いしよう。返礼品が充実して

いる。

デ
？
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新たなバイパスを作っては
県に要望する

町の考えを問う

小峰　由久

介
護
士
不
足
対
策
は

町
村
会
と
し
て
協
議

ふ
る
さ
と
納
税
を

充
実
さ
せ
て
は

今
の
と
こ
ろ
、
自

前
で
対
応
し
た
い

町
指
定
文
化
財
の

保
護
は

審
議
会
で
検
討

す
る

町指定文化財湯舟観音堂

正しくあれ、そして恐れるな

－人の顔色を恐れることなく、

将来に待ち構えているものを恐

れるな　　　　　新渡戸　稲造

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
・
・
・
予

約
型
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
で
、

事
前
に
予
約
が
あ
っ
た
場
合
の
み

運
行
し
、
利
用
者
宅
か
ら
運
行
区

域
内
の
乗
降
箇
所
ま
で
運
行
す
る

も
の
。

？



質
問

　

こ
ど
も
園
・
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
設

計
業
務
に
関
す
る　

プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
公
募
を
始
め
た

が
、
具
体
的
な
考
え
は
。

答
弁　

　

も
と
も
と
健
康
セ
ン

タ
ー
的
な
も
の
を
作
る
考

え
で
い
た
が
、
検
討
を
重

ね
た
結
果
、
少
子
化
対
策

と
し
て
こ
ど
も
園
も
必
要

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
ど
の
様
な
も
の
を
作

る
か
こ
れ
か
ら
検
討
し
て

い
く
。

質
問　

　

個
人
で
さ
え
、
家
を
建

て
る
場
合
ど
の
様
な
も
の

を
建
て
る
か
考
え
て
業
者

に
依
頼
す
る
。
町
長
は
何

の
構
想
も
な
い
中
で
ど
の

よ
う
に
し
て
建
設
す
る
考

え
な
の
か
。

答
弁　

　

町
は
素
人
な
の
で
プ
ロ

の
頭
脳
を
借
り
る
。
現
在

14
業
者
か
ら
申
し
込
み
が

あ
る
。
提
案
内
容
を
見
て

一
番
い
い
も
の
を
判
断
す

る
。

質
問　

　

公
募
に
あ
た
り
施
設
規

模
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

建
設
規
模
等
の
考
え
は
。

答
弁　

　

こ
ど
も
園
は
、
定
員

２
７
０
人
、
多
世
代
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
延
べ
床
面

積
１
，
０
０
０
㎡
と
し
た

が
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。
施
設
は
単
体
で

利
用
す
る
の
で
な
く
、
お

年
寄
り
と
子
供
が
交
流
で

き
る
よ
う
に
考
え
た
い
。

質
問　

　

運
営
主
体
は
。

答
弁　

現
在
の
保
育
園
、

幼
稚
園
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
入
る
の
で
町
直
営

に
な
る
。

質
問　

　

塙
厚
生
病
院
に
計
画
段

階
か
ら
協
議
に
入
っ
て
い

た
だ
き
、
運
営
主
体
に
加

え
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

医
師
が
そ
ば
に
い

る
だ
け
で
安
心
す
る
。
精

神
的
安
心
と
肉
体
的
健
康

を
得
ら
れ
る
よ
う
運
営
し

た
い
。

質
問　

　

高
齢
者
の
う
ち
ど
の
よ

う
な
方
を
対
象
と
す
る
の

か
。

答
弁　

　

利
用
範
囲
は
限
定
し
な

い
が
健
康
な
高
齢
者
か
ら

軽
度
介
護
認
定
者
を
中
心

に
軽
度
認
知
症
の
方
な
ど

と
し
、
介
護
予
防
を
目
玉

と
し
た
い
。

質
問　

　

建
設
費
の
財
源
見
通
し

は
あ
る
の
か
。

答
弁　

　

使
え
る
補
助
を
最
大
限

活
用
す
る
。こ
ど
も
園
は
、

森
林
環
境
交
付
金
、
学
校

施
設
環
境
改
善
交
付
金
を

見
込
ん
で
お
り
、
多
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
か

ら
具
体
的
検
討
を
し
て
い

く
。

町
の
考
え
を
問
う

質
問

　

移
住
・
定
住
促
進
対
策

は
ど
う
す
る
。

答
弁　

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て

40
代
前
後
の
人
た
ち
の
定

住
と
結
婚
子
育
て
支
援
が

必
要
と
考
え
る
。
若
者
の

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
の
た

め
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

定
住
策
と
し
て
働
く
場
の

設
定
・
税
の
軽
減
・
若
者

向
け
子
育
て
支
援
住
宅
建

設
事
業
を
進
め
る
。

質
問

　

40
歳
代
を
中
心
と
し
た

定
住
強
化
策
は
。

答
弁

　

新
規
転
入
者
に
は
仕

事
・
住
宅
整
備
を
。
空
き

家
の
利
活
用
と
若
者
向
け

住
宅
整
備
を
進
め
る
。

質
問

　

住
環
境
整
備
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

答
弁　

　

若
者
が
安
心
し
て
定
住

で
き
る
場
所
の
提
供
を
検

討
す
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
事
業
も
継
続
す

る
。
台
宿
に
定
住
促
進
住

宅
を
計
画
。
末
広
町
に
子

育
て
支
援
住
宅
建
築
を
計

画
し
て
い
る
。

質
問

　

分
譲
か
公
営
住
宅
な
の

か
。

答
弁　

　

定
住
に
つ
な
が
る
方
法

で
検
討
し
た
い
。

質
問

　

公
営
住
宅
入
居
基
準
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

　

定
住
促
進
住
宅
は
町
独

自
に
設
定
で
き
る
。

質
問

　

空
き
家
を
活
用
し
た
定

住
促
進
策
は
。

答
弁　

　

借
家
・
購
入
い
ず
れ
も

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
の
補
助

対
象
と
す
る
。

質
問

　

県
は
県
内
へ
の
移
住
促

進
対
策
と
し
て
市
町
村
が

実
施
す
る
空
き
家
活
用
の

改
修
補
助
制
度
を
新
設
す

る
。
制
度
を
活
用
す
る
考

え
は
。

答
弁

　

仕
事
・
住
宅
・
移
住
を

一
帯
的
に
進
め
空
き
家
所

有
者
の
意
向
を
確
認
し
、

補
助
事
業
を
活
用
し
た
い

が
現
段
階
で
は
そ
こ
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。

質
問

　

県
は
県
南
地
区
を
重
点

的
に
進
め
る
と
し
て
い

る
。
空
き
家
の
荒
廃
は
進

ん
で
い
る
。
早
急
に
方
針

を
出
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

　

空
き
家
調
査
結
果
が
で

て
い
な
い
。
仕
事
の
確
保

な
ど
課
題
が
あ
る
。
慎
重

に
進
め
た
い
。

質
問

　

交
流
拠
点
整
備
・
体
験

型
住
宅
整
備
の
考
え
は
。

答
弁　

　

適
し
た
空
き
家
が
あ
れ

ば
整
備
し
、
情
報
発
信
し

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

町
有
給
水
施
設
維
持
管

理
に
つ
い
て

プ
？
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質
問

一
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問

一
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質
問

こども園なぜプロポーザル方式
専門家の考えを取り入れる

町の考えを問う 移
住
・
定
住
の
強
化
策
は

仕
事
住
宅
整
備
子
育
て
支
援
を

鈴木　幸江

鈴木　安次

安全で安心な水の安定的供給は

「行政の責任」

　早急な対応が待たれます。

当町の重要な施設なので

もっと時間をかけて検討

すべきと思う。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

業
務
の
委
託
先
を
選
定
す

る
際
に
、
複
数
の
者
に
目

的
物
に
対
す
る
企
画
を
提

案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中

か
ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ

た
者
を
選
定
す
る
こ
と
。

？

若者向け住宅建築予定地（台宿）

介護老人保健施設の「久慈の郷」は塙厚生病院が運営
している。



質
問

　

職
員
の
資
質
向
上
の
た

め
、
予
想
す
る
国
際
化
に

伴
う
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
・
語
学
力

の
向
上
な
ど
特
に
若
手
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
必

要
と
考
え
る
。
現
状
と
将

来
に
向
け
た
考
え
を
伺
う
。

答
弁

　

職
員
研
修
施
設
に
派
遣

し
、
計
画
的
に
実
施
し
て

い
る
。
国
際
化
に
も
対
応

す
べ
き
と
思
う
が
、
今
は

で
き
て
い
な
い
。
若
手
職

員
に
対
し
て
は
、
地
域
と

の
関
係
を
持
つ
よ
う
に
、

地
域
消
防
団
加
入
や
地
域

行
事
へ
の
参
加
を
奨
励
し

て
い
る
。
ま
た
、
３
年
以

内
の
職
員
を
対
象
に
都
市

交
流
事
業
に
参
加
さ
せ
て

い
る
。
昨
年
は
、
若
手
職

員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
地
方
創
生
の
具
体
的

計
画
を
検
討
さ
せ
た
。
こ

れ
も
、
若
手
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た

と
思
う
。
今
後
は
、
国
際

化
に
向
け
て
語
学
の
学
習

を
組
合
せ
た
職
員
研
修
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

質
問

　

若
手
職
員
の
育
成
に

は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
何

か
を
や
ら
せ
て
み
る
こ
と

が
大
切
と
思
う
が
、
実
行

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
大
切
だ

が
、
公
務
員
と
し
て
の
節

度
も
必
要
で
そ
の
兼
ね
合

い
が
難
し
い
。
若
い
人
の

芽
を
摘
む
こ
と
が
な
い
よ

う
な
育
成
に
努
め
た
い
。

　

質
問

　

都
市
交
流
を
町
民
レ
ベ

ル
で
進
め
る
こ
と
が
必
要

だ
が
、
町
民
が
都
市
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
に

は
交
通
手
段
の
確
保
が
難

し
い
。
交
通
費
の
補
助
な

ど
対
策
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

答
弁　

　

イ
ベ
ン
ト
等
は
毎
月
行

わ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て

に
交
通
費
を
出
す
こ
と
は

費
用
の
面
か
ら
難
し
い
。

年
に
数
回
、
貸
し
切
り
バ

ス
を
準
備
し
、
希
望
者
を

募
っ
て
参
加
す
る
こ
と
は

検
討
に
値
す
る
。

町
の
考
え
を
問
う

質
問

　

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

は
多
く
の
町
民
が
求
め
て

い
な
い
。
再
検
討
す
べ
き

と
思
う
が
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
た
の
か
。

答
弁

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

検
討
委
員
会
の
話
し
合
い

で
、
こ
ど
も
園
・
多
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
っ

て
き
た
。
こ
れ
も
町
民
の

ニ
ー
ズ
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

　

検
討
委
員
会
は
、
高
齢

者
対
策
は
地
区
集
会
所
な

ど
も
利
用
し
て
は
ど
う
か

と
い
っ
て
い
る
。
地
域
で

い
ろ
い
ろ
な
教
室
を
行
え

ば
も
っ
と
参
加
者
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

　

そ
の
よ
う
な
方
法
も
あ

る
が
、
介
護
と
医
療
の
連

携
強
化
が
必
要
。
医
療
を

考
え
る
と
中
心
施
設
が
必

要
で
あ
る
。

質
問

　

利
用
者
の
確
保
は
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
維
持
管

理
費
の
試
算
は
あ
る
か
。

答
弁　

　

健
康
へ
の
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
利
用
し
て
い
た

だ
く
。
現
在
役
場
内
に
あ

る
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

移
設
す
る
の
で
、
そ
の
経

費
は
変
わ
ら
な
い
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
施
設

に
し
、
維
持
管
理
費
を
抑

え
た
い
。
具
体
的
に
は
試

算
し
て
い
な
い
。

質
問　

　

基
本
計
画
が
な
い
ま
ま

進
め
る
気
な
の
か
。
構
想

が
な
い
ま
ま
計
画
内
容
を

公
募
し
た
の
か
。

答
弁　

　

子
育
て
支
援
も
含
め
た

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
と

子
ど
も
園
を
作
る
と
い
う

方
向
は
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め

に
公
募
し
て
い
る
。

質
問

　

こ
ど
も
園
と
は
、「
認

定
こ
ど
も
園
」
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

　

幼
稚
園
、
保
育
園
そ
れ

ぞ
れ
を
一
体
的
に
つ
く
る
。

質
問

  

そ
れ
で
は
、
各
施
設
を

同
じ
場
所
に
作
る
だ
け
で
、

今
ま
で
と
変
わ
り
が
な
い

の
で
は
。

答
弁　

　

「
認
定
」
が
つ
い
て
も
、

運
営
そ
の
も
の
は
変
わ
ら

な
い
。
新
築
に
よ
っ
て
定

員
は
増
や
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
入
り
や
す
く

な
る
。

質
問

 
 

こ
ど
も
園
の
設
置
に

よ
っ
て
空
い
た
園
舎
を
ど

う
す
る
の
か
。
児
童
館
や

少
子
高
齢
化
対
策
に
利
用

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

　

子
育
て
や
い
ろ
い
ろ
な

事
業
に
利
用
し
た
い
。

質
問

 
 

塙
幼
稚
園
と
塙
保
育

園
を
こ
ど
も
園
に
移
す
と

して
い
る
が
、
他
の
幼
稚
園

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

　

検
討
委
員
会
の
報
告
で

は
10
人
を
割
る
入
園
児
が

数
年
続
く
場
合
は
統
合
を

考
え
る
べ
き
と
さ
れ
て
い

る
が
、
地
域
の
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
な

る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

若手職員の資質向上どうすすめる
研修を計画的に実施している

町の考えを問う 多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
町
民
が
求
め
て
い
る
か

町
民
の
ニ
ー
ズ
と
考
え
る

藤田　一男

藤田　高志

行政側の議員が多いと町民の
声がある。
議会議員の基本である。是々
非々 の精神で今後も活動して
いく。

急激な少子高齢化の時代

到来だ！

一番大切なのは将来の担

い手！

「若者に託す！」 

保育園とともにこども園に移行する塙幼稚園

若手研修も参加した都市交流

町
民
レ
ベ
ル
の
都
市
交
流
支
援
を

検
討
し
た
い

一般質問はこのほか、小貫初

枝議員（生活安全のための町

道整備について）、小林達信

議員（子育て支援について）

が行いました。

   一般質問は、会議録（5月

下旬）やインターネット中継

で見ることができます。

その他の一般質問



　

１
月
18
日  

東
白
川
地

方
町
村
議
会
議
長
会
（
郡

内
町
村
議
長
で
組
織
）は
、

医
師
不
足
解
消
の
た
め
の

財
政
支
援
及
び
国
県
管
理

の
河
川
整
備
に
つ
い
て
県

へ
要
望
し
た
。
本
町
議
会

か
ら
は
鈴
木
議
長
が
出
席

し
、
当
地
方
の
医
療
体
制

の
実
態
を
説
明
し
、
特
に

塙
厚
生
病
医
院
へ
の
医
師

確
保
を
要
請
し
た
。

　

ま
た
、２
月
24
日
に
は
、

Ｊ
Ａ
福
島
厚
生
連
へ
医
師

確
保
の
要
望
活
動
を
行
っ

た
。

　

２
月
23
日
塙
厚
生
病
院

に
お
い
て
４
町
村
の
議
会

議
員
が
研
修
会
に
参
加
し

た
。

　

蕪
木
事
務
長
が
「
病
院

の
利
用
状
況
と
次
期
３
カ

年
計
画
」、
佐
川
院
長
か

ら
「
地
域
医
療
を
考
え

る
」
と
題
し
て
講
演
を
お

こ
な
っ
た
。

　

佐
川
院
長
か
ら
は
、「
日

本
は
ど
こ
で
も
平
等
な
医

療
が
受
け
ら
れ
る
が
、
医

療
分
野
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
最
大

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
。
日
本
の
医
療
費
が

40
兆
円
を
超
え
る
た
め
、

持
続
可
能
な
日
本
の
医
療

制
度
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。」
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

１
月
26
日  

杉
妻
会
館

（
福
島
市
）
に
お
い
て
、

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
が
行
わ
れ
、
当

町
議
会
か
ら
は
鈴
木
議
長

が
出
席
し
た
。
こ
の
な
か

で
、
鈴
木
議
長
は
、
医
師

不
足
問
題
に
触
れ
、
塙
厚

生
病
院
で
は
整
形
外
科
医

２
名
体
制
が
実
現
し
た

が
、
郡
内
町
村
の
財
政
負

担
が
今
後
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
医
療
体
制

の
強
化
の
取
り
組
み
が
必

要
と
訴
え
た
。

　

な
お
、
総
会
に
先
立
ち

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表

彰
伝
達
が
行
わ
れ
た
が
、

長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
し
た
と
し

て
全
国
表
彰
を
受
け
た
、

鈴
木
道
男
議
長
に
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
た
。

地
域
医
療
を
考
え
る

地
域
医
療
確
保
な
ど

要
望

こ
れ
か
ら
の
塙
厚
生

病
院
は
ど
う
な
る

地
域
医
療
確
保
な
ど

要
望
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追 跡 レ ポ ー ト追 跡 レ ポ ー ト

議会議員と意見交換しませんか
　議会議員と意見交換会をする団体を募集しています。町民または町内に勤務しているお
おむね10人以上のグループが対象で、ご希望の会場に伺います。お申し込みは、議会事
務局 ( ℡ 43ー2150) にお願いします。

質
問

　

返
礼
品
は
い
た
だ
た
お
金
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
。
塙
町
の
農
産
物
・
物
産
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
町
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

答
弁　

　

検
討
し
て
い
る
。
選
択
肢
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

 

（
平
成
27
年
９
月
定
例
会
）

　町では平成２７年１２月からふるさと納税の受付を本格的に

スタートした。ホームページ上（http://www.furusato-tax.

jp/japan/prefecture/07483）で受付や返礼品を選べる。

　平成２７年は８３８件、２１，２０８，０００円の申し込みがあった。

　町の商品を返礼品としているが、もっと塙町をＰＲできる

商品であったり、塙町を訪れて利用できる返礼品など塙町に

しかないもの、塙町でしかできない体験を返礼品にできない

か。また、原材料から加工・製品化まで塙町で行った商品を

増やすなど経済が循環できる仕組みが必要である。

問い合わせは

　総務課（電話４３－２１１１）までお願いします。

表
紙
、
裏
表
紙
に
つ
い
て

・
子
ど
も
の
表
情
が
希
望
に
つ
な
が
る
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、

　

記
事
の
内
容
に
つ
な
が
り
に
く
い
。

　

対
応　

記
事
と
連
動
さ
せ
て
い
き
た
い
。

・
文
字
の
大
き
さ
、
配
置
な
ど
が
わ
か
り
や
す
い
。

記
事
を
読
ん
で

・「
木
」
と
い
う
町
の
財
産
が
生
き
る
こ
と
を
願
う
。

・
特
別
委
員
会
の
記
事
は
町
民
が
こ
れ
か
ら
何
を
期
待

　

し
て
何
を
す
れ
ば
い
い
か
見
え
な
い
。

・
森
林
再
生
事
業
に
期
待
す
る
。

・
意
見
交
換
会
は
声
が
聞
け
る
集
会
や
地
区
ご
と
に
開

　

く
な
ど
話
を
聞
く
機
会
を
作
っ
た
方
が
よ
い
。

・
意
見
交
換
会
は
一
人
ひ
と
り
の
声
を
聞
き
、
応
え
て

　

ほ
し
か
っ
た
。

　

対
応　

次
回
の
開
催
時
に
内
容
を
検
討
し
ま
す
。　

改
善
点

・
追
跡
レ
ポ
ー
ト
は
簡
潔
に
ま
と
め
、
多
く
の
レ
ポ
ー

　

ト
を
載
せ
て
ほ
し
い
。

　

対
応　

ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
が
検
討
し
ま
す
。

・
一
般
質
問
が
読
み
に
く
い
。
読
み
や
す
い
工
夫
を
。

　

対
応　

わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
工
夫
し
ま
す
。

　
そ
の
他
・
全
体
へ
の
意
見

・
人
が
集
ま
る
魅
力
的
な
町
づ
く
り
に
期
待
す
る
。

・
ど
う
い
う
人
が
子
ど
も
園
な
ど
の
話
し
合
い
の
場
に

　

参
加
し
施
設
を
作
っ
て
い
く
の
か
知
り
た
い
。

・
林
業
振
興
、
少
子
化
対
策
に
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
取

　

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

～ 一般質問のその後 ～

　過去の一般質問の中からピックアップしその後の動き、現在の状況を調査しました。

ふ
る
さ
と
納
税
で
経
済
の
活
性
化
を

独自の品で塙町をＰＲしては

　

3
月
定
例
会
（
一
般
質
問
）
を
傍
聴

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
14
人
の
方
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

Ｑ

議
員
の
質
問
は
。

A　

よ
く
わ
か
っ
た
（
９
）

　
　

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
（
3
）

Ｑ

町
の
答
弁
は
。

A　

よ
く
わ
か
っ
た
（
7
）

　
　

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
（
5
）

　
　

わ
か
ら
な
か
っ
た
（
１
）

Ｑ 

ま
た
議
会
傍
聴
し
た
い
か

A　

し
た
い
（
13
）

　
　

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
（
１
）

・
質
疑
に
対
し
て
率
直
に
答
え
て
ほ
し
い
。

・
質
問
事
項
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
答
弁

　

し
て
ほ
し
い
。

・
町
は
広
報
が
足
り
な
い
と
言
っ
て
い
る

　

が
議
員
も
聞
く
耳
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

・
も
う
少
し
つ
っ
こ
ん
だ
質
問
が
ほ
し
い
。

・
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
は
慎
重
に
進
め

　

て
ほ
し
い
。
子
育
て
中
の
親
の
意
見
を

　

よ
く
聞
き
取
り
し
て
ほ
し
い
。

・
町
長
の
考
え
が
わ
か
ら
な
い
。

・
町
当
局
、
各
議
員
が
懸
命
に
町
を
考
え

　

「
住
み
よ
い
塙
町
」
を
目
指
し
て
い
る
。

・
高
齢
者
の
今
後
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に

　

守
る
の
か
。

定例会傍聴者アンケートから

塙町議会の「今」をお知らせ
　　塙町議会ではホームページやフェイスブックで活動状況をお知らせしています。
自筆の活動報告書や賛否の状況、会議などの出欠、議会だよりに載せきれない情報も
こちらに掲載しています。  

塙町議会で検索　　　　　　

一般質問　こんなふうに感じました
感
想
・
意
見

検索

（
前
号
の
感
想
）
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発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
大
縄
武
夫

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

広報常任委員会
委 員 長　吉田　克則
副委員長　下重　義人
委　　員　鈴木　安次
委　　員　鈴木　　茂
委　　員　吉田　広明
委　　員　七宮　広樹

み ん な い き い き　VOL．28

皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：手作りサークル　どんぐりの会
代表者：深谷　春江さん　TEL ４３－０６２７

　

手
芸
な
ど
様
々
な
も
の

を
手
作
り
し
て
い
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

　

手
作
り
、
手
芸
と
聞
く

と
「
難
し
そ
う
」「
裁
縫

は
苦
手
」
と
思
う
方
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

メ
ン
バ
ー
に
裁
縫
が
得
意

な
人
は
い
ま
せ
ん
。
み
ん

な
が
先
生
で
生
徒
。「
私

で
も
で
き
る
、
誰
に
で
も

で
き
る
」
が
合
言
葉
で
、

ミ
シ
ン
が
な
く
て
も
簡
単

に
で
き
る
も
の
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

浴
衣
を
ほ
ど
い
た
も
の

や
余
り
き
れ
な
ど
を
使

い
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
（
花
飾

り
）な
ど
を
作
り
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
作
品
展

示
や
布
を
使
っ
た
花
づ
く

り
体
験
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

手
作
り
チ
ュ
ニ
ッ
ク
に

身
を
包
ん
だ
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
は
じ
け
ま
す
。

　

４
月
は
、
町
立
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
達
は
希
望
を
胸

に
新
し
い
友
達
も
で
き
、
元
気
に
学
校
へ
通
っ

て
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
る
頃
と
思
い
ま
す
。
町

で
は
議
決
さ
れ
た
当
初
予
算
の
執
行
に
着
手
。

  

議
会
は
、
改
選
が
行
わ
れ
議
会
運
営
の
新
体

制
が
と
と
の
い
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
広
報
常

任
委
員
会
は
議
会
の
広
報
公
聴
に
関
す
る
こ
と

を
担
当
し
ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
そ
の

一
つ
の
広
報
に
は
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
手
に
取
っ
て
見
て
も
ら
う
。

「
議
会
だ
よ
り
」
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
読

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
も

広
報
編
集
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ご
意
見
等
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　

吉
田　

克
則

※議会会議録
は、図書館・
議会事務局、
またはホーム
ページでもご
覧になれます。

議
会
傍
聴
に　
　

お
い
で
く
だ
さ
い 

　

次
回
の
定
例
会
は
、

６
月
２
日
か
ら
開
会
さ

れ
る
予
定
で
す
。
氏
名

の
記
入
な
ど
簡
単
な

手
続
き
で
傍
聴
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

作品を前に素敵な笑顔で！

編 集 後 記

私
に
も
で
き
る

　
　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
も
の
づ
く
り    


